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研究の目的研究の目的

◆教室のさまざまな問題
子どもはいかに学ぶ存在なのか

学びとはどのようになされるものなのか

ー学び手の側から問い直すー

◆学びを促す教師のかかわり
学習が営まれる授業の場において，

具体的にどうすることなのか示すこと

本研究の目的とする



先行研究（学びとは）から先行研究（学びとは）から
◆学びの問い直し
「学びの構造とは，学びをその「生徒独自」の
ものとすることである。その生徒にとって「意
味ある」ものとすることである」

波多野完治『〔学ぶ〕心理学』金子書房1985

「学問というものが，“本当だとされていること”を
学ぶことではなく，自分自身で、本気で、“何が本
当なのか”と問うこと、問いつづけることである」
佐伯胖『「わかる」ということの意味』岩波書店1995



先行研究（教師研究）から先行研究（教師研究）から

◆教師の資質・能力
教師の資質や能力は一般化するほど研究が積み上
がっていない・・・生田孝至 1988

◆教師の熟練と職能発達
・熟練教師と新人教師の違い
具体的場面の見極めとその背景の推論と即時修正し
ながら対応できる実践力（なぜその現象が今あるのか）

佐藤学‣秋田喜代美‣岩川直樹 １９９１１９９１

・教師の職能発達（教師としての成熟）
西穣司 「教師の力量形成と研修体制」

日本教師教育学会編『教師として生きる』学文社 ２００２２００２



先行研究（教育研究手法）から先行研究（教育研究手法）から
◆フランダースの授業分析（量的）
行動分析的アプローチ

授業を科学的・客観的にとらえる

◆アイスナーの教育批評（質的）
バランスのとれた総合的な教育の評価

活動の質的側面を知覚する教育的鑑識眼

（信頼性・妥当性を重視した測定主義・操作主義的な評価
法だけでは「教育活動」の質をとらえきれない ））

「教育的鑑識眼」＝仕事をしている騒ぎと単なる騒ぎの区別



研究の方法（手続き）研究の方法（手続き）

◆教室の雰囲気や学習者の変化・

教師のかかわりに着目

(1)調査Ⅰ;複数の学校・複数の教室を参観

(2)調査Ⅱ;優れた教師の授業を参与観察

(3)調査Ⅲ;異学年のテーマ学習を参与観察

(4)調査Ⅳ;授業実践ＶＴＲの共同分析

(5)調査Ⅴ;教科学習の学習ノート実践の考察



研究の方法（手続き）研究の方法（手続き）

(１)調査Ⅰ

（2002．５月～６月）参観した

・Ａ小学校（公開研究発表会）

・Ｂ小学校（公開研究発表会）

・Ｃ小学校（公開研究発表会）

・Ｄ小学校（一般授業参観）

の中から特徴的な３人の教師を分析対象

とした。



研究の方法（手続き）研究の方法（手続き）

(２)調査Ⅱ；優れた教師の授業を分析

（2002．６月～９月）(１)より，

教師のかかわりによって教室の雰囲

気がもっともよいと判断した教室を

参与観察した。

・Ａ小学校（5年教室、Ｂ教諭）

国語科「海にねむる未来」

など12単位時間



結果と考察結果と考察 (１)および(２)
＊3人の教師の一斉指導場面

・Ａ小学校・Ａ小学校55年担任年担任……Ｂ教諭Ｂ教諭
（国語科の（国語科の33時間から）時間から）

・Ａ小学校・Ａ小学校33年担任年担任……Ａ教諭Ａ教諭
（総合教科活動の（総合教科活動の11時間から）時間から）

・Ｄ小学校２年担任・Ｄ小学校２年担任……Ｃ教諭Ｃ教諭
（生活科・算数科の（生活科・算数科の22時間から）時間から）
＊＊33人の発話総数がそろうように配慮人の発話総数がそろうように配慮



Ｃ教諭の発話傾向
③ 指示

⑤ 問いかけ

⑥ 依頼・呼びかけ

⑪ 判断・許可

① 提示・意見

⑩ 感想

⑬ 命令・禁止

⑭ その他

教教
師師
のの
発発
話話
傾傾
向向

Ｂ教諭は、問いかけ・呼びかけ・確認が5割以
上。提示・意見，肯定・賞賛，評価が多い。
Ａ教諭は，それと同様であるが，指示と判断・
許可が多くなっている。
Ｃ教諭は，さらに指示が多く，Ａ教諭と同様に
判断・許可の発話も多くなっている。

Ａ教諭の発話傾向
⑦ 確認

⑥ 依頼・呼びかけ

③ 指示

⑤ 問いかけ

⑪ 判断・許可

④ 説明

① 提示・意見

⑧ 肯定・賞賛

⑩ 感想

⑭ その他

Ｂ教諭の発話傾向

⑤ 問いかけ

⑥ 依頼・呼びかけ

① 提示・意見

⑦ 確認

③ 指示

⑧ 肯定・賞賛

⑨ 評価

④ 説明

⑩ 感想

⑭ その他



一斉指導場面における一斉指導場面における
教師と児童の発話時間の割合教師と児童の発話時間の割合

一斉指導場面における発話時間の割合

0%

10%

20%
30%

40%

50%

60%

70%
80%

90%

100%

B教諭 A教諭 C教諭

児童の発話時間

教師の発話時間
Ｂ教諭は、児童Ｂ教諭は、児童
との対話関係との対話関係
によって授業をによって授業を
営んでいること営んでいること
が顕著である。が顕著である。

他の二人は、他の二人は、
児童の発話が児童の発話が
出にくい一方通出にくい一方通
行の発話に行の発話に
なっている。なっている。



Ｂ教諭のかかわりの特徴Ｂ教諭のかかわりの特徴

•• 「学ぶ意義，目標・課題の明確な提示」「学ぶ意義，目標・課題の明確な提示」
何を学習するのか明確に示され，学ぶ意義も語られている。

•• 「対話的関係・共有化と合意形成」「対話的関係・共有化と合意形成」
「どうしたらいいですか」など，どうしていくかを子どもたちの意
思を反映しながら学習をすすめている。教室空間が対話的
関係になっている。

•• 「教室の呼吸を整える」「教室の呼吸を整える」
授業の始まりや，課題の提示では教室全体に伝わるように「話す－聞く」
の呼吸を，まなざしの交流を重視して整えている。

•• 「個と集団への同時対応」「個と集団への同時対応」
一人の発言を受けながら全体に対して目を配り，個と全体に同時
対応している。そして，個の意見を他の意見と関係づけ比較しな
がら全体に問い返すことで，周辺との交流を促し，周辺の学習者
との交流化を意図的に行って学びを教室全体のものとしている。



結果と考察結果と考察 (４)調査Ⅳの１；共同分析
1時間の授業実践

Ｆ小学校Ｆ小学校55年生（経時変化）年生（経時変化） 2002.11.202002.11.20

＊学級担任出張時の補欠授業として＊学級担任出張時の補欠授業として
５年生への１時間の国語科の授業実践５年生への１時間の国語科の授業実践

（音読の場面）（音読の場面）

１）授業開始３分の学習の様子１）授業開始３分の学習の様子

２）授業開始６分後からの学習の様子２）授業開始６分後からの学習の様子



授業開始から授業開始から33分間分間



結果と考察結果と考察 (４)1時間の授業実践

授業者の話が聞けてい授業者の話が聞けてい
ないない

私語が多い私語が多い

集中していない集中していない

授業を受ける雰囲気，授業を受ける雰囲気，
課題に向かう姿勢がな課題に向かう姿勢がな
いい

目的，見通しを持ってい目的，見通しを持ってい
ないない

その雰囲気のまま日常その雰囲気のまま日常
化した感じ化した感じ

共共
同同
分分
析析
者者
のの
記記
述述

２）授業開始６分後２）授業開始６分後１）授業開始３分間１）授業開始３分間



授業開始授業開始66分後～分後～



結果と考察結果と考察 (４)1時間の授業の中の変化

授業者を意識できるよう授業者を意識できるよう
になっているになっている

読むことに集中，雑に読読むことに集中，雑に読
む子が少ないむ子が少ない

ふらつかなくなったふらつかなくなった

安心して発表している安心して発表している

自分が何をすべきか各自自分が何をすべきか各自
わかっているわかっている

姿勢がよくなった，なにか姿勢がよくなった，なにか
目的意識をもったのか目的意識をもったのか

授業者の話が聞けてい授業者の話が聞けてい
ないない

私語が多い私語が多い

集中していない集中していない

授業を受ける雰囲気，授業を受ける雰囲気，
課題に向かう姿勢がな課題に向かう姿勢がな
いい

目的，見通しを持ってい目的，見通しを持ってい
ないない

その雰囲気のまま日常その雰囲気のまま日常
化した感じ化した感じ

共共
同同
分分
析析
者者
のの
記記
述述

２）授業開始６分後２）授業開始６分後１）授業開始３分間１）授業開始３分間



共同分析（教師の働きかけ）から共同分析（教師の働きかけ）から

•• 教室全体へ目が届いている教室全体へ目が届いている

•• 押し付けではなく受け入れられる自然な流れ押し付けではなく受け入れられる自然な流れ

•• 一人ひとりに注目の姿勢を見せたことで、児一人ひとりに注目の姿勢を見せたことで、児
童が授業者に応えようとしている童が授業者に応えようとしている

•• 学ぶことのよさ、期待感をうむ働きかけ学ぶことのよさ、期待感をうむ働きかけ

•• 一人ひとりを何とかしようと思っていることが一人ひとりを何とかしようと思っていることが
伝わること伝わること

•• 最終的に学ぶ意義にまで結びつけた最終的に学ぶ意義にまで結びつけた



結果と考察結果と考察

②②Ｇ小２年生（１年間の経時変化）Ｇ小２年生（１年間の経時変化）

１）５月の学級の様子１）５月の学級の様子
（朝の会，図工，算数など）（朝の会，図工，算数など）

２）３月の学級の様子２）３月の学級の様子
（朝の会，国語，算数など）（朝の会，国語，算数など）

(４)調査Ⅳの２；共同分析

1年間の授業実践



結果と考察結果と考察 (４)1年間の授業実践

騒がしい（落ち着きが騒がしい（落ち着きが
ない）まとまりがないない）まとまりがない

個人個人の思ったとお個人個人の思ったとお
りに行動して，クラスのりに行動して，クラスの
まとまりがないまとまりがない

元気があって活発元気があって活発 悪悪
く言えば立ち歩きが多く言えば立ち歩きが多
いい

基本的な集団生活の基本的な集団生活の
ルール，授業のルールール，授業のルー
ルができていないルができていない

共共
同同
分分
析析
者者
のの
記記
述述

２）２）33月の様子月の様子１）１）55月の様子月の様子



結果と考察結果と考察 (４)1年間の授業実践

話が聞ける話が聞ける

先生に注目できる先生に注目できる

主張はあるが他人の話を聞く，主張はあるが他人の話を聞く，
おちついているおちついている

時間を意識できるようになっ時間を意識できるようになっ
た，立ち歩きが激減したた，立ち歩きが激減した

担任との関係ができた，基本担任との関係ができた，基本
的なルールが確立された的なルールが確立された

クラスとして，一つの集団としクラスとして，一つの集団とし
ての雰囲気（クラス－先生のての雰囲気（クラス－先生の
関係）ができている関係）ができている

騒がしい（落ち着きが騒がしい（落ち着きが
ない）まとまりがないない）まとまりがない

個人個人の思ったとお個人個人の思ったとお
りに行動して，クラスのりに行動して，クラスの
まとまりがないまとまりがない

元気があって活発元気があって活発 悪悪
く言えば立ち歩きが多く言えば立ち歩きが多
いい

基本的な集団生活の基本的な集団生活の
ルール，授業のルールール，授業のルー
ルができていないルができていない

共共
同同
分分
析析
者者
のの
記記
述述

２）２）33月の様子月の様子１）１）55月の様子月の様子



共同分析（教師の働きかけ）から共同分析（教師の働きかけ）から

•• 子ども全員へ教師の視線がいく子ども全員へ教師の視線がいく

•• 注目を集める工夫（話題への注目・話者への注目を集める工夫（話題への注目・話者への
注目）注目）

•• 挙手を見逃さない挙手を見逃さない

•• 集中できない子が注目できるような問いかけ集中できない子が注目できるような問いかけ

•• 他の子とのかかわりをもてる授業展開他の子とのかかわりをもてる授業展開

•• クラス全体ですすんでいこうという気持ちクラス全体ですすんでいこうという気持ち

•• 教師がある思いをもって一人ひとりにかかわ教師がある思いをもって一人ひとりにかかわ
ることること



学びを促す教師の実践力の考察学びを促す教師の実践力の考察
•• 教材化力教材化力
学ぶ意義・目標の語り、対象の吟味選択学ぶ意義・目標の語り、対象の吟味選択

•• 関係対応力・対話力関係対応力・対話力
共有化・合意形成、個と集団への同時対応、対話的関係・呼応、共有化・合意形成、個と集団への同時対応、対話的関係・呼応、

相互関係性を高める相互関係性を高める

•• 状況把握力状況把握力
見る力、視線と周辺視野によるによるとらえ見る力、視線と周辺視野によるによるとらえ

•• 授業展開力授業展開力
対象の提示、焦点化、追求意識の継続化対象の提示、焦点化、追求意識の継続化

•• 発問力発問力
集団思考・探究意欲の喚起、問いの生成集団思考・探究意欲の喚起、問いの生成



結果と考察結果と考察 (３)調査Ⅲ
＊テーマ学習の参与観察

・・ 総合的な学習の時間において，総合的な学習の時間において，異学年のテーマ学異学年のテーマ学
習を実施するＦ小学校を参与観察習を実施するＦ小学校を参与観察

期間期間 20022002年年99月月1010日～同日～同1212月月1313日日

ビデオカメラとテープレコーダーによってビデオカメラとテープレコーダーによって

学習活動の学習活動の行動と会話行動と会話を記録。を記録。

５つの異学年のテーマ別教室を５つの異学年のテーマ別教室を

「学びの過程」と学習者間の「相互交流の過「学びの過程」と学習者間の「相互交流の過
程」を視点として分析した。程」を視点として分析した。



結果と考察「自らすすめる学びの様相」結果と考察「自らすすめる学びの様相」

担当教師（５人）のふりかえり担当教師（５人）のふりかえり

•• 異学年テーマ学習は問題の残る時間だっ異学年テーマ学習は問題の残る時間だっ
たと思うかたと思うか（はい４人，いいえ１人）（はい４人，いいえ１人）

•• 学ぶ姿に満足のいかない子がいたか学ぶ姿に満足のいかない子がいたか

（はい５人，いいえ０人）（はい５人，いいえ０人）
・何を学びたいかがはっきりしない子，ぼんやりしている子，・何を学びたいかがはっきりしない子，ぼんやりしている子，
ふらふらしている子，むだな時間の使い方ふらふらしている子，むだな時間の使い方

・調べ方を自分で見つけられない・調べ方を自分で見つけられない

・すすめ方を考え出せない・すすめ方を考え出せない

・もっと教師が指導すべき・もっと教師が指導すべき



非目的活動とその人数の分布非目的活動とその人数の分布

全活動時間における非目的活動時間の割合ごとの人数度数
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グループ形態と非目的活動グループ形態と非目的活動

非目的活動時間の割合の範囲における

グループ(G)形態ごとの人数比率
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異学年学習は学習者主体の学習異学年学習は学習者主体の学習
活動に非常に有効である。活動に非常に有効である。



非目的活動時間の割合の推移非目的活動時間の割合の推移
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非目的活動 大変だった 困った 次回減らす

テーマ変更の有無と無駄の認識の有無４群の比較

変更有無駄有 変更有無駄無 変更無無駄有 変更無無駄無

テーマ変更と非目的活動の自覚テーマ変更と非目的活動の自覚



非目的活動が多くなった背景非目的活動が多くなった背景

テーマ変更にかかわる非目的活動増加要因

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テーマ未決 テーマ迷い ？見通し？



「たんへん」「困った」の中身「たんへん」「困った」の中身
•• とりあえず調べたとりあえず調べた

•• 図かんを見て写したけどわからなかった図かんを見て写したけどわからなかった

•• 調べたけどあまりわかりませんでした調べたけどあまりわかりませんでした

•• 見つけられなかった見つけられなかった

•• 本を読んでもなにもできなかった本を読んでもなにもできなかった

•• なにもできなかったなにもできなかった

•• とにかく考えたとにかく考えた

•• やりたいことを探したやりたいことを探した

•• ぜんぜんすすまなかったぜんぜんすすまなかった

自ら学ぶ自ら学ぶ→→未知の学びを切り拓く未知の学びを切り拓く



非目的活動と学習意欲非目的活動と学習意欲

0

20

40

60

80

100

やる気 次回改善 やりがい またやりたい

テーマ変更の有無と無駄の認識の有無４群の比較

変更有無駄有 変更有無駄無 変更無無駄有 変更無無駄無



自らすすめる学びとは，それぞれが未自らすすめる学びとは，それぞれが未
知への課題を自らの力で遂行する過知への課題を自らの力で遂行する過
程である。程である。

•• 非目的活動を時間の無駄と自覚し，非目的活動を時間の無駄と自覚し，

•• テーマの達成意識も低い，テーマの達成意識も低い，

・・・しかし・・・しかし

•• 次の機会に学ぶ意欲を失わない次の機会に学ぶ意欲を失わない

•• 子どもたちの自己実現の欲求（よくありたいと子どもたちの自己実現の欲求（よくありたいと
願う気持ち）の強さ願う気持ち）の強さ

「子どもたちは希望に生きる存在である」（佐伯）「子どもたちは希望に生きる存在である」（佐伯）



「学びがいというのは，学ぶことの価「学びがいというのは，学ぶことの価
値とか学ぶ意義への希望である。値とか学ぶ意義への希望である。 」」

•• 「もっとこんな（異学年総合の）時間を増やして「もっとこんな（異学年総合の）時間を増やして
よ。」よ。」

•• 「こうやってみんなでやるほうだいじや「こうやってみんなでやるほうだいじやよよ。」。」

•• 学びがいを育てる教育活動として学びがいを育てる教育活動として

学ぶということは，予想の次元ではなく，むしろ希望の次元に生きることではないだろうか。
「こういうことが，いついつまでにできるようになる」ことを目的とするのではなく，いつどうな
るか，何が起こるのかの予想を超えて，ともかくよくなることへの信頼と希望のなかで，一瞬
一瞬を大切にして，今を生きるということのように思える。子どもがよく学ぶとしたら，それは
希望の次元に生きているからであろう。 （佐伯）「「学ぶ」ということの意味」１９９５（佐伯）「「学ぶ」ということの意味」１９９５



教師の教師の
発話機能の発話機能の
カテゴリーカテゴリー

T1 ①②9.13 ③9.20 ④⑤10.4 ⑥⑦11.1 ⑧⑨11.22 合計
教師主導 4 2 4 1 0 11
教師対話 11 2 9 1 0 23
子ども発表 0 3 4 2 0 9
子ども対話 10 0 0 0 0 10
合計（分） 25 7 17 4 0 53
T2 ①②9.13 ③9.20 ④⑤10.4 ⑥⑦11.1 ⑧⑨11.22 合計
教師主導 10 2 11 9 5 37
教師対話 7 3 0 0 4 14
子ども発表 0 0 2 0 0 2
子ども対話 23 0 3 21 0 47
合計（分） 40 5 16 30 9 100
T3 ①②9.13 ③9.20 ④⑤10.4 ⑥⑦11.1 ⑧⑨11.22 合計
教師主導 45 6 1 2 8 62
教師対話 2 0 0 0 0 2
子ども発表 11 0 0 0 0 11
子ども対話 0 0 0 0 0 0
合計（分） 58 6 1 2 8 75
T4 ①②9.13 ③9.20 ④⑤10.4 ⑥⑦11.1 ⑧⑨11.22 合計
教師主導 6 7 6 6 2 27
教師対話 9 8 8 5 0 30
子ども発表 16 5 3 6 0 30
子ども対話 15 0 5 8 0 28
合計（分） 46 20 22 25 2 115
T5 ①②9.13 ③9.20 ④⑤10.4 ⑥⑦11.1 ⑧⑨11.22 合計
教師主導 29 3 3 4 6 45
教師対話 5 0 0 0 0 5
子ども発表 8 0 0 5 0 13
子ども対話 0 0 0 0 0 0
合計（分） 42 3 3 9 6 63

教師主導型

教師対話型

生徒発表型

生徒対話型



教師の発話機能カテゴリーの比較教師の発話機能カテゴリーの比較

教師の一斉指導場面における発話傾向

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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教師主導

教師対話

子ども発表

子ども対話



2002 １：４５～ 目的的活動 グレーゾーン 非目的的活動 教師主導の活動 3:10 3:20
ふれあい ふれあい 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45
6年Ａ 　大野 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
3年Ａ 　前あ 相互交流を促すかかわり 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
3年Ａ 　小町 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
6年Ｂ 道下い 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
5年Ｂ 　山野 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
5年Ｂ 　清水 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
3年Ｂ 　在長 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1
3年Ｂ 　道下と 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
5年Ｃ 　斎藤 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
4年Ｃ 　西 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
4年Ｃ 日野 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
３年Ｃ 　山田 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
３年Ｃ 　乙脇 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
６年Ｄ 　砂山 1 1
６年Ｄ 　川坂 1 1
６年Ｅ 　新保 1 1
５年Ｅ 大工し 1 1
町探検 正院町 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45
６年Ｆ 　中沢ま
５年Ｆ 　前し 移
３年Ｆ 　鈴 欠席 帰
５年Ｇ 　上地 動
５年Ｇ 　惣田 校
５年Ｇ 　雲津 目
４年Ｇ 　川高こ
５年Ｈ 　松村 的
５年Ｈ 　角田ち
５年Ｈ 　中沢ひ 地
５年Ｉ 　加藤の
４年Ｉ 　明星 へ
３年Ｉ 　角田か
歴史 歴史 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45
６年 中森
６年 円木
６年 竹本
５年 道下た
５年 濱塚 2 2 2
５年 濱田
５年J 柳 2 2 2 2 1 1
３年J 川坂 2 2 2 2 1 1
４年 浦ヒ
３年 前た
３年K 加藤 2 2 2 2
３年K 西本
３年 矢敷 2 2 2 2
３年 橋詰 2 2 2 2
３年 坂東
自然 自然 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45
6年L 浅市 1 1 1 1 1
６年L 鍛治ゆ 1 1 1 1 1
5年L 地下 2 2 2 2 2 1 1 1
５年L 富田 2 2 2 2 2
３年L 焼山 1 1 1 1 1
３年L 太佐 2 2 2 2 2
４年M 大野き 1 1 1 1 1
４年M 鎌田と 2 2 2 2 2
3年M 黒見 2 2 2 2 2
３年M 下 2 2 2 2 2
３年M 鎌田あ 2 2 2 2 2
３年M 辻 2 2 2 2 2
５年N 畑 2 2 2 2 2
4年N 上野 2 2 2 2 2
３年N 鍛治り 2 2 2 2 2
３年N 嘉枝あ 2 2 2 2 2 1 1 1
つくる つくる 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45
6年O 嘉枝じ 1 1 2 2 2 2 2 2 2
６年O 前か 1 1 2 2 2 2 2 2 2
６年P 大工と 2 2 2 2
６年P 川高り 2 2 2 2
5年Q 前ひ
５年Q 新谷
５年Q 木田い
4年R 木田だ
４年R 藪 1 1 2 2 2
４年R 鍛治け 1 1 2 2 2
４年S 山野あ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
４年S 白坂 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
４年S 加藤み 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

③　2002/10/4

教師のかかわりと活動の展開教師のかかわりと活動の展開

学び合いによるグループ活動

学び合いによるグループ活動

相互交流が少ない全体での活動

個別の活動（相互交流がない）

個別の活動（相互交流がない）



活動の展開と教師のかかわりとの相関活動の展開と教師のかかわりとの相関

• グループ化の活動
テーマが異なっても活
発な相互交流が展開

• 全体の活動
全体として活動するが
依存的で個々の相互
交流が少ない活動

• 個別の活動
相互交流がおこらない

個人テーマの追求

• ダイアローグ的かかわり
呼びかけ，問いかけ，望
ましい活動への提案，全
体で考え合おうとする共
有化への働きかけ

• モノローグ的かかわり
指示，禁止が多い発話
管理的，判断的なかかわ
りと働きかけ

• 全体への放任的なかか
わり（個別対応）
個人の思いを尊重するか
かわりと働きかけ



学びの構築に向けた教師の役割学びの構築に向けた教師の役割

••学びの対象を組織する学びの対象を組織する

学習目標、適切な教材化学習目標、適切な教材化

••学びを組織する学びを組織する

学びの成立、集中学びの成立、集中

••学習者の相互関係を組織する学習者の相互関係を組織する

相互作用、交流化相互作用、交流化



今後の課題今後の課題

•• 子どもの学びをともに築く教師のかかわりの子どもの学びをともに築く教師のかかわりの
過程をさらにきめ細かく明らかにし，教員の過程をさらにきめ細かく明らかにし，教員の
実践的指導力の考察を深めていきたい。実践的指導力の考察を深めていきたい。

•• 学び合う教育実践の創造に向けて実践を積学び合う教育実践の創造に向けて実践を積
み重ねていきたいみ重ねていきたい 。。



学習スタイルと学びの課題学習スタイルと学びの課題

学習スタイル
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総合や教科の学習への認識
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日日
ごご
ろろ
のの
学学
習習
観観
のの
自自
覚覚

学習観と学習習慣と来年度への意欲
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「教科学習における自学の様相」「教科学習における自学の様相」
－学習ノートの長期変容を追って－－学習ノートの長期変容を追って－

結果と考察・・・結果と考察・・・（５）調査（５）調査ⅤⅤ



ノート例１；ノート例１；(S.U(S.Uさんさん)5)5年はじめ年はじめ



ノート例２；ノート例２；(S.U(S.Uさんさん)5)5年年11学期末学期末



ノート例３；ノート例３；(S.U(S.Uさんさん)5)5年年22学期中盤学期中盤



ノート例４；ノート例４；(S.U(S.Uさんさん))６年６年11学期中盤学期中盤



ノート例５；ノート例５；(S.U(S.Uさんさん))６年２学期６年２学期



ノート例６；ノート例６；(S.U(S.Uさんさん))６年冬休みの自６年冬休みの自
学学



ノート例６；ノート例６；(S.U(S.Uさんさん))６年冬休みの自６年冬休みの自
学学

分析；分析；

自分自身で課題となるテーマを設定し、自自分自身で課題となるテーマを設定し、自

ら学習をすすめている。また、授業で解決ら学習をすすめている。また、授業で解決
できなかった問題に自ら挑戦している。自できなかった問題に自ら挑戦している。自
ら考え、自ら学ぶということを、教師の手をら考え、自ら学ぶということを、教師の手を
離れた家庭学習のなかで実践している。離れた家庭学習のなかで実践している。



学力テストの学級平均が学力テストの学級平均が1010点以上の向点以上の向
上上

クラス平均点の推移
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成人後の自学ノートの感想成人後の自学ノートの感想

・自学をやることで、・自学をやることで、それまでは自分で考えてやるそれまでは自分で考えてやる
ということがなく、与えられたものをやっていたということがなく、与えられたものをやっていた
から初めはたいへん抵抗があったがすごくいいから初めはたいへん抵抗があったがすごくいい
勉強だった。勉強だった。

・書くことが最初は苦痛だった。しかし、いつから・書くことが最初は苦痛だった。しかし、いつから
かか自分の書き方が身についていった。自分の書き方が身についていった。まずはまずは
疑問点を見付け、そのことについて自分の考え疑問点を見付け、そのことについて自分の考え
を書いていった。そのうち自学のおかげで、を書いていった。そのうち自学のおかげで、自自
分で学ぶ力がついたと思う分で学ぶ力がついたと思う。。

・自学ノートはまさに学習するということの本質を・自学ノートはまさに学習するということの本質を
ついていた。ついていた。



子どもの学びの姿が変わる子どもの学びの姿が変わる

••学習者が学ぶことを組織する授業学習者が学ぶことを組織する授業
が求められる。が求められる。

••教科の学習であっても、教え込みか教科の学習であっても、教え込みか
ら自ら学ぶ学習に変えることができら自ら学ぶ学習に変えることができ
る。る。

••自ら学ぶ力を育てることで学力保障自ら学ぶ力を育てることで学力保障
も可能となる。も可能となる。




